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Ⅴ．特記事項 

 

1．自分成長プログラム 

本学は大学設置基準第 42 条の 2 に定められた「社会的・職業的自立に向けた指導」

を「就業力育成支援」とし、全学生を対象に各学年のゼミナールの時間を用いて、自ら

すすんで自己の成長に努め、社会参画の意欲を育て必要な能力を高める「自分成長プロ

グラム」に取り組んでいる。 

同プログラムは、入学前教育から始まり、在学期間を通して、①生活習慣や学習習慣

を形成し、②建学の理念を基盤とした就業観、職業観を磨き、③自分の個性を発見し、

その個性を活かす職業選択ができること、④就職してからも自らに必要な能力に気づき、

その能力開発のための取組みを自らの意志で実行できる「自己開発能力」を身につける

ことを目標とするプログラムである。単なる「就職」のための取組みではなく、学生の

「自己の理解」と「気づき」を恒常的に支援し、すすんで自己の成長に努め、社会に貢

献する意欲や必要な能力を向上させることを支援する取組みである。 

 

2．個別就職サポート 

本学の就職支援活動において、進路未決定者への直接的な活動状況の聞き取り及び 3

年生全員を対象とした個別相談等の取組みが、「個別面談体制と社会人力向上策の展開

による就職率の維持・向上」をテーマとして、平成 21(2009)年度「大学教育・学生支援

推進事業」に選定されている。この取組みは、平成 24(2012)年度には、独立行政法人日

本学生支援機構「学生支援推進プログラム評価委員会」から最高評価である S 評価を得

ており、平成 26(2014)年度の大学機関別認証評価においても優れた点として評された。 

現在、2 年生全員を対象に 1 人 40 分間の個別面談、3 年生全員を対象に 1 人 50 分間

の個別面談、就職活動を継続中の 4 年生全員を対象に個別面談を実施、就職活動状況の

確認や就職活動に対する不安の解消に努める等、学生一人ひとりの就職活動をきめ細か

に支援している。 

 

3．大阪商業大学ビジネス・アイディアコンテスト 

本学学生が、日々の学修成果を活用して、新商品・新サービス、新しいビジネスモデ

ルのアイディアを発想し、それを企画書としてまとめることにより、学生の起業家精神

（アントレプレナーシップ）を涵養することを目的とする「大商大ビジネス・アイディ

アコンテスト」を実施している。平成 15(2003)年度から開始し、第 17 回を迎えた令和

元(2019)年度は 1,023 件の応募があった。これまでの累計応募件数は 12,593 件となる。

平成 24(2012)年度からは、企業から具体的な課題の提供を受け、学生たちが解決策を提

案する「課題部門」を設け、課題提供企業の協力を得て商品化する取組みを実施してい

る。学生たちは課題提供企業との協働によってアイディアの商品化を目指しており、こ

れまで「マグネット反射ワッペン」「ルーペ付きらくらくオープナー」「ねこのコンセン

トカバー」「迷惑電話お断りピンポン」「電動式香炉の灰ふるい」等の商品化が実現し、

発売されている。  


